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O T A K E  C I T Y

～議会報告会を開催します～
　平成２８年５月，市内各地で議会報告会を開催します。
　議員が地域にお伺いして，議会活動を直接報告し，市民の皆様との意見交換を
行います。
　多くの皆様のご来場を心よりお待ちしております。
　日時等の詳細については，１５ページに掲載しています。



解説

解説

第１回  定 例 会

　総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●
平
成
27
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
５
，
５

７
９
千
円
を
追
加
す
る
も
の

【
歳
入
】

・
地
方
創
生
交
付
金
　

２
４
，
０
０
０
千
円
ほ
か

【
歳
出
】

・
小
方
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
策
定
業

務
委
託
料
等
　
２
４
，
０
０
０
千
円

・
玖
波
小
学
校
改
築
に
要
す
る
経
費
　

△
１
９
５
，
３
８
１
千
円
ほ
か

Ｑ
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
２
千
４
百

万
円
は
、
「
Ｊ
Ｒ
新
駅
立
地
検
討
業
務
委

託
料
」
、
「
小
方
地
区
道
路
整
備
概
略
設

計
業
務
委
託
料
」
、
「
小
方
地
区
ま
ち
づ

く
り
基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
料
」
の
３

事
業
で
あ
る
が
、
発
注
時
期
と
工
期
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ
　
駅
の
位
置
と
道
路
の
配
置
が
あ
る
程

度
固
ま
っ
て
か
ら
議
論
が
密
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
駅
と
道
路
の
業
務
委
託

料
発
注
に
つ
い
て
は
、
４
〜
５
月
頃
を
目

指
し
た
い
。
駅
と
道
路
に
つ
い
て
は
28
年

度
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
つ
い
て
は
２
〜

３
年
か
け
て
構
想
を
練
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
３
事
業
の
業
務
策
定
委
託
に
つ
い

て
、
学
校
跡
地
を
ど
う
す
る
の
か
、
ま

た
、
駅
と
道
路
の
付
け
替
え
な
ど
事
業
の

方
向
性
は
い
つ
時
頃
示
さ
れ
る
の
か
。
岩

国
・
大
竹
道
路
の
事
業
と
同
時
進
行
で
な

い
と
難
し
い
と
考
え
る
が
、
事
業
の
整
合

性
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
岩
国
・
大
竹
道
路
の
市
道
付
け
替
え

は
ほ
ぼ
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。
学
校
跡
地
に

市
道
の
計
画
を
入
れ
て
い
く
と
時
期
的
に

整
合
性
が
合
わ
な
い
が
、
国
が
設
計
し
て

い
る
市
道
付
け
替
え
の
線
形
は
生
か
し
な

が
ら
、
小
学
校
跡
地
の
市
道
計
画
は
入
れ

て
い
き
た
い
。
ま
だ
不
確
定
要
素
が
沢
山

あ
る
が
、
手
戻
り
が
無
い
よ
う
早
め
に
道

路
設
計
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
小
学
校
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
議
会

か
ら
も
案
が
出
さ
れ
て
お
り
、
市
の
内
部

で
も
あ
る
程
度
の
案
が
で
き
て
い
る
。
そ

れ
ら
を
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
何

ら
か
の
絵
を
28
年
度
中
に
は
示
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

●
あ
た
た
か
あ
た
た
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
駐
留
軍
等
の
再
編
に
よ
る
影
響
を
受

け
る
阿
多
田
住
民
の
生
活
の
安
定
の
た

め
に
基
金
を
造
成
す
る
目
的
で
条
例
を

制
定
す
る
も
の

Ｑ
　
基
金
の
額
を
２
千
万
円
に
し
た
根
拠

を
伺
う
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た
っ
て
阿
多

田
住
民
の
生
活
の
安
定
に
役
立
て
る
と
解

釈
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
時
限
的
な
も

の
か
問
う
。

Ａ
　
基
金
の
額
は
当
面
必
要
な
額
で
あ

り
、
今
後
必
要
な
額
は
積
み
増
し
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
時
限
的
な
制
度
と
は
考

え
て
い
な
い
。
基
金
を
安
定
し
て
続
け
ら

れ
る
よ
う
財
源
確
保
の
努
力
を
し
た
い
。

　

●
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

※

起
立
採
決
の
結
果
、

２
件
の
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

※

そ
の
ほ
か
の
11
議
案
に
つ
い
て
は

簡
易
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

【
反
対
討
論
】

〇
「
人
事
院
勧
告
は
、
公
務
員
に
対
す
る

も
の
で
あ
る
の
で
、
景
気
の
先
行
き
が
不

透
明
な
中
、
議
員
期
末
手
当
を
12
月
に
遡

っ
て
増
額
支
給
す
る
こ
と
は
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
な
い
た
め
反
対
」

【
賛
成
討
論
】

〇
「
こ
れ
ま
で
の
市
議
会
の
現
状
に
お
い

て
は
、
金
額
の
上
下
に
関
係
な
く
人
事
院

勧
告
と
い
う
も
の
さ
し
に
倣
う
こ
と
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
た
め
賛
成
」

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

な
ら

さ
か
の
ぼ
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解説

解説

解説解説

第１回定例会は、平成28年３月２日～３月25日の24日間行われました。
詳細については、平成28年６月上旬に本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。

　生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

き
、
大
竹
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を

設
置
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

Ｑ
　
頻
繁
に
開
催
し
実
り
の
あ
る
会
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
会
議
の
開
催
頻

度
、
ま
た
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
法
定
の
会

議
で
あ
る
。
定
期
的
な
開
催
は
、
年
に
２

回
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
が
、
必
要

性
が
生
じ

た
場
合

は
、
こ
の

会
議
を
活

用
し
ご
意

見
を
賜
り

た
い
。

●
大
竹
市
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
現
在
、
満
12
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

へ
の
医
療
費
の
助
成
を
満
15
歳
ま
で
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
受
給
資
格
対
象
者

の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

Ｑ
　
７
月
１
日
か
ら
で
あ
る
が
４
月
１
日

か
ら
施
行
で
き
な
か
っ
た
の
か
問
う
。

Ａ
　
現
状
の
シ
ス
テ
ム
を
、
中
学
生
ま
で

抽
出
す
る
よ
う
に
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
。
平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
契
約
し
シ

ス
テ
ム
を
変
更
す
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
の
施
行
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
　
本
来
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
制
度
は
国

が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と
考
え
る
。
全
国

市
長
会
で
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、
国
の
責

任
に
お
い
て
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
重
ね
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
現
在
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
市
長
会
と
し
て
も
、
平
成
28
年
度
国
の

施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
決
議
、
重
点
提
言

で
、
強
く
要
望
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
賦
課
限
度
額
の
総
額
を
85
万
円
か
ら

89
万
円
に
し
、
ま
た
、
５
割
軽
減
者
と

２
割
軽
減
者
の
軽
減
判
定
所
得
基
準
を

引
上
げ
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

Ｑ
　
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
対
象
世
帯

の
数
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
　
平
成
27
年
度
当
初
賦
課
の
保
険
料
率

を
当
て
は
め
計
算
す
る
と
、
５
割
軽
減
に

該
当
す
る
世
帯
は
、
19
世
帯
増
え
て
６
８

５
世
帯
と
な
る
。
２
割
軽
減
に
該
当
す
る

世
帯
は
、
２
世
帯
増
え
て
６
０
０
世
帯
と

な
る
試
算
を
し
て
い
る
。

●
大
竹
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
料
金
及
び
水
道
メ
ー
タ
ー
に
係
る
債

権
管
理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
民
法

の
規
定
に
よ
る
消
滅
時
効
が
完
成
し
た

債
権
に
つ
い
て
放
棄
が
で
き
る
よ
う
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

Ｑ
　
債
権
を
放
棄
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
件
数
と
金
額
、
及
び
、
い
つ
か
ら

の
債
権
が
放
棄
に
な
る
の
か
問
う
。

Ａ
　
平
成
15
年
以
降
で
、
件
数
は
約
３
５

０
件
、
金
額
は
約
２
５
０
万
円
と
な
る
。

Ｑ
　
条
例
を
改
正
し
、
上
下
水
道
局
だ
け
の

判
断
で
債
権
を
放
棄
す
る
と
い
う
発
想
で
あ

る
。
今
で
も
議
会
が
議
決
す
れ
ば
放
棄
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
地
方
自
治
法
第
96
条
で
、
債
権
放
棄

は
議
決
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
条
例

で
規
定
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
債
権
の
放

棄
を
議
会
で
は
か
る
場
合
、
通
常
は
案
件

ご
と
に
議
案
と
し
て
挙
げ
審
議
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
条
例
で
決
め
て
お

け
ば
職
権
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
議
会
に

は
決
算
等
で
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案
　
８
件

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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平成２8年度 予算案を審査

一般会計当初予算内訳（総額145.7億円）

歳入

一　般　会　計

市税 52.0億
（35.7%）

国・県支出金
 33.4億

（22.9%）
市債 17.0億

（11.7%）

地方交付税
 14.0億
（9.6%）

繰入金 10.0億
（6.9%）

譲与税・交付金
 7.2億

（4.9%）

諸収入等 5.7億
（3.9%）

分担金および
負担金 2.3億

（1.6%）
使用料および
手数料 2.9億

（2.0%）

財産収入等
 1.2億

（0.8%）

総　　額

特
別
会
計

企
業
会
計

　３月定例会において提案
された、平成28年度各会計
予算は、３日間（３月14日～３
月16日）にわたり予算特別
委員会において慎重に審査
した結果、
総額259億8,371万３千円
（企業会計を含む）を可決し
ました。
　平成28年度の主要事業
と、審査における質疑及び答
弁の一部をご紹介します。

145億7,291万4千円
44億2,774万円

3,184万6千円
4,835万9千円
4,932万6千円

3億3,010万6千円
26億7,261万4千円

4億3,296万8千円
79億9,295万9千円

7億1,231万2千円
10億3,323万7千円
16億7,229万1千円

34億1,784万円
259億8,371万3千円

国 民 健 康 保 険
漁 業 集 落 排 水
農 業 集 落 排 水
港湾施設管理受託
土 地 造 成
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

合　　計
水 道 事 業
工 業 用 水 道 事 業
公 共 下 水 道 事 業

合　　計

歳出

民生費 41.5億
（28.5%）

土木費 22.2億
（15.2%）

公債費 21.8億
（15.0%）

総務費 18.0億
（12.4%）

教育費 17.6億
（12.1%）

衛生費 11.2億
（7.7%）

消防費 5.1億
（3.5%）

商工費 2.6億
（1.8%）

議会費 2.0 億
（1.3%）

農林水産業費
 2.3億

（1.6%）

労働費 1.2億
（0.8%）

予備費 0.2億
（0.1%）
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主要事業の一部

新規
空家対策事業
（3,872千円）

新規
商店街等振興奨励事業
（1,000千円）

拡充
こども医療費助成事業
（79,345千円）

空家等対策の推進に関する特別措置法
の制定に対応するため協議会を設置
し、空家等対策計画を作成する事業。

新規
浸水対策事業（立戸地区）

（2,500千円）
立戸地区内の浸水による被害の縮小を
図るため、雨水排水施設の整備につい
て、調査設計を行う事業。

平成27年度に大竹市商店街連合会に
委託して実施した地方創生商店活性化
事業「ワークショップ」で出たアイデアや
意見を参考にして、大竹市商店街連合
会、大竹商工会議所等と連携して商工
振興策を展開する事業

新規
あたたかあたた基金事業
（24,717千円）

駐留軍等の再編の影響を受ける地区
（阿多田島）住民に対する支援を行いま
す。地元郵便局窓口においての住民票
等各種公的証明書の交付事業、妊産婦
への妊婦健康診査や出産の際の交通費
（船賃）の助成事業、高校生のフェリー代
相当額の助成事業、高齢者へのフェリ
ー代の助成事業など

新規
ふるさと納税促進事業
（10,000千円）

寄附（ふるさと納税）の促進や市のＰＲを
目的に、一定額以上の寄附者に対して、
市の特産品を返礼品として贈呈します。

阿多田島近海で獲
れたカタクチイワ
シのイリコ（特産品
の一例）

乳幼児等医療費の自己負担額に対する
一部助成対象の年齢を、中学生相当の
年齢に達した者までに拡充すると共に、
全対象世帯の所得制限を撤廃します。
受給者証の名称は、「こども医療費受給
者証」に変わります。
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予
算
特
別
委
員
会
で
の

　
　
　
　
　質
疑
・
答
弁

QA

QA

QAQA

QAQA

QA

小方橋北詰交差点

　
●
小
方
橋
北
詰
交
差
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
滞
に
つ
い
て

　
　
小
方
橋
北
詰
交
差
点
の
信
号
は
歩
車

分
離
型
で
大
変
渋
滞
し
て
い
る
。
交
通
安

全
の
観
点
か
ら
仕
方
な
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
27
年
５
月
中
旬
頃
に
警
察
が
信

号
の
時
間
を
調
整
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

安
全
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。
通
学

時
間
だ
け
歩
車
分
離
に
な
ら
な
い
か
聞
い

て
み
た
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
●
市
の
福
祉
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
障
が
い
の
あ
る
子
の
親
に
と
っ
て
、

子
供
の
将
来
が
心
配
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
作
る
な
ど
、
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
さ
つ
き
作
業
所
の
雨
漏

り
や
、
耐
震
改
修
な
ど
、
福
祉
に
対
す
る

考
え
を
問
う
。

　
　
さ
つ
き
作
業
所
の
問
題
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
こ
と
を
含
め
地
域
生
活
支
援
拠

点
を
ど
う
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
地
域

自
立
支
援
協
議
会
の
地
域
生
活
部
会
で
こ

れ
か
ら
当
事
者
や
関
係
者
で
協
議
し
て
い

く
。

　
●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の

　
　
　
　
　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

　
　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
中
学
生
ま
で

へ
の
拡
充
に
つ
い
て
、
一
部
負
担
有
り
と

無
し
の
差
額
は
。
ま
た
一
部
負
担
有
り
に

し
た
経
緯
を
問
う
。

　
　
中
学
生
ま
で
一
部
負
担
有
り
の
場
合

は
追
加
費
用
１
，
１
０
０
万
円
程
度
、
完

全
無
料
の
場
合
は
４
，
２
０
０
万
円
程
度

と
な
り
、
差
は
３
，
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

無
料
に
す
る
と
受
診
回
数
が
増
加
す
る
懸

念
も
あ
る
。

　
●
ご
み
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

　
　
廿
日
市
市
と
の
可
燃
ご
み
広
域
処
理

に
つ
い
て
、
経
費
の
面
か
ら
み
れ
ば
中
継

施
設
を
作
ら
ず
に
、
パ
ッ
カ
ー
車
で
直
接
、

廿
日
市
市
に
搬
入
す
る
ほ
う
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
う
す
る
と
大
竹
市
の
２
ト
ン
パ
ッ

カ
ー
車
約
15
台
で
廿
日
市
市
へ
搬
入
す
る

こ
と
に
な
る
。
廿
日
市
の
市
民
感
情
に
配

慮
し
10
ト
ン
の
パ
ッ
カ
ー
車
で
１
日
３
回

程
度
の
搬
入
と
し
た
。

　
●
御
園
６
号
棟
の
建
設
に
つ
い
て

　
　
高
さ
を
考
慮
す
る
と
冬
至
の
日
に
は

日
が
当
た
ら
な
い
部
屋
も
あ
る
。
土
砂
災

害
は
対
策
を
行
う
が
、
日
照
は
考
慮
さ
れ

て
い
な
い
。
な
ぜ
急
い
で
条
件
の
悪
い
場

所
に
建
設
す
る
の
か
。

　
　
過
去
の
住
宅
計
画
か
ら
、
こ
の
場
所

い
う
こ
と
で
準
備
を
進
め
て
き
た
。
入
居

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
77
％
の
方
が
６

号
棟
へ
の
入
居
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
入

居
さ
れ
な
い
よ
う
な
ら
ば
、
使
い
方
を
工

夫
す
る
。

　
●
阿
多
田
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
に
つ
い
て

　
　
阿
多
田
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
工
事
と
は
。
以
前
計
画
し
て
い

た
阿
多
田
外
深
浦
地
区
防
災
公
園
は
ど
う

す
る
の
か
を
問
う
。

　
　
こ
れ
は
旧
阿
多
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
災
害
時
の
一
次
避
難
場
所
に
整
備
す

る
も
の
。
平
常
時
は
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
使
え
る
。
外
深
浦

地
区
に
つ
い
て
は
休
止
中
で
あ
る
が
、
防

衛
局
と
中
止
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
る
。

　
●
市
立
中
学
校
の

　
　
　
　
　
推
薦
基
準
に
つ
い
て
　

　
　
市
立
中
学
校
の
高
校
へ
の
推
薦
基
準

は
。
ま
た
、
中
学
１
年
生
、
２
年
生
時
の

問
題
は
関
係
す
る
の
か
を
問
う
。

　
　
学
校
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
が
、
基

本
的
に
は
『
社
会
の
ル
ー
ル
が
守
れ
る
。

学
力
面
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
力
を
有
し

て
い
る
』
と
の
基
準
が
あ
る
。
３
中
学
校

と
も
中
学
１
、
２
年
生
時
の
問
題
は
推
薦

の
基
準
に
し
て
お
ら
ず
、
３
年
生
時
の
問

題
の
み
推
薦
に
と
り
あ
げ
る
。
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栗谷産ヒノヒカリ
（特産品の一例）

QQ AA

QAQA

本会議へ

　
●
あ
た
た
ハ
マ
チto

レ
モ
ン
に
つ
い
て

　
　
あ
た
た
ハ
マ
チto

レ
モ
ン
事
業
を

ど
れ
く
ら
い
ま
で
全
国
に
広
げ
て
い
く
の

か
、
ま
た
事
業
と
し
て
成
立
す
る
の
か
。

　
　
あ
た
た
ハ
マ
チto

レ
モ
ン
は
、
各

方
面
か
ら
お
い
し
い
と
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
現
況
は
、
補
助
事
業
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
生
産
者
の
事
業
と
し

て
成
立
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
行
政
と
し
て
は
，
大
量
消
費
に
つ
な
が

る
よ
う
例
え
ば
給
食
で
利
用
す
る
等
考
え

て
い
る
。

　
●
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
に
つ
い
て

　
　
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
は
98

社
あ
る
。
工
事
店
の
所
在
地
は
大
阪
や
横

浜
も
含
ま
れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　
　
事
業
者
の
指
定
要
件
に
、
営
業
所
の

所
在
地
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
新
築
工
事

等
の
際
に
登
録
す
る
市
外
業
者
が
多
い
。

　
●
防
鹿
地
区
の

　
　
　
　
　
　
下
水
道
工
事
に
つ
い
て

　
　
防
鹿
地
区
に
お
い
て
下
水
道
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
完
了
と

聞
く
が
、
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
　
概
ね
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
防
鹿
地

区
が
完
成
す
れ
ば
、
下
水
道
計
画
区
域
に

お
い
て
整
備
が
終
わ
る
。

　
●
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
理
念
を
も
っ
て
集
め
る
と
い
う
考
え
方

を
研
究
し
た
の
か
を
問
う
。

　
　
返
礼
品
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
る
こ

と
は
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
地
方

創
生
事
業
推
進
の
財
源
と
し
て
、
ま
た
返

礼
品
に
よ
り
市
内
産
業
の
振
興
を
図
り
、

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
と
い
う
思
い
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
た
。

※
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、

　
　
　全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
採
決
の
結
果

　全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

予 

算 

特 

別 

委 

員

委  

員  

長
　
　
山
　
崎
　
年
　
一

副
委
員
長
　
　
網
　
谷
　
芳
　
孝

委
　
　
員
　
　
末
　
広
　
和
　
基

和
　
田
　
芳
　
弘

大
　
井
　
　
　
渉

藤
　
井
　
　
　
馨

寺
　
岡
　
公
　
章

田
　
中
　
実
　
穂

〜
委
員
会
で
の
討
論
〜

 

一  

般  

会  

計

【
反
対
討
論
】

〇「
全
体
的
に
厳
し
い
中
で
の
予
算

で
あ
る
と
理
解
は
し
て
い
る
が
、
一

般
会
計
が
関
連
し
た
事
業
で
、
係
争

中
の
件
も
あ
り
、
反
対
せ
ざ
る
を
得

な
い
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
行
財
政
運
営
に
関
し
て
の
、
し
っ

か
り
と
し
た
心
構
え
や
、
人
事
評
価

制
度
等
に
対
す
る
決
意
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
果
し
て
も
ら
え
る
と
感

じ
賛
成
」

  

土
地
造
成
特
別
会
計

【
反
対
討
論
】

〇「
一
般
会
計
で
の
反
対
討
論
と
同

様
の
理
由
に
よ
り
反
対
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
小
方
ケ
丘
の
日
常
の
生
活
の
中

で
、
ス
ト
ッ
ク
効
果
、
成
果
が
順
調

に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
」

〜
本
会
議
で
の
討
論
〜

【
反
対
討
論
】

〇「
大
願
寺
公
募
売
却
で
業
者
の
意

向
を
受
け
公
募
期
間
中
に
募
集
要
項

の
変
更
を
し
た
と
本
会
議
で
市
長
が

認
め
た
。
土
地
会
計
と
一
般
会
計
に

反
対
。
大
竹
小
卒
業
式
別
れ
の
言
葉

「
マ
ジ
、
ガ
チ
」
を
見
習
う
べ
き
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
第
５
次
総
合
計
画
に
あ
げ
る
笑

顔
元
気
輝
く
大
竹
を
目
指
し
て
、
地

方
創
生
事
業
を
推
進
す
る
計
画
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
予
算
で
あ
る
。
土

地
造
成
会
計
に
関
し
て
は
住
宅
地
も

ほ
ぼ
完
売
し
大
成
功
だ
」

と
とと
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議　案　な　ど

児
玉
朋
也

末
広
和
基

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

大
井
　
渉

網
谷
芳
孝

藤
井
　
馨

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

原
田
　
博

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審議結果

認第1号 平成２８年度大竹市一般会計
予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

認第6号 平成２８年度大竹市土地造成
特別会計予算 － ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第19号
議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第20号
特別職の職員で常勤のもの
の給与に関する条例の一部
改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第36号 平成２７年度大竹市一般会計
補正予算（第３号） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

平成27年
陳情第4号

「高齢者が地域で活躍できる
場の拡大に取り組むシルバー
人材センター」への支援に関
する陳情

－ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 採択

平成28年
陳情第１号

大竹駅東口広場整備事業の
早期実施についての陳情 － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

請願・陳情名 請願・陳情者 要　旨 委員会の意見・結果 付託
委員会 本会議

小方小学校移転跡地
に「公園」設置陳情

小方一丁目南自治会
　会長　飯森　仁志

小方一・二丁目北自治会
　会長　柴崎　雅文

小方二丁目自治会
　会長　木本　光彦

①地区自治会の各種イベントが
出来る広場であること

②幼児～高齢者までが使用でき
る広場であること
③小方小学校跡地としてのモ
ニュメントを設置すること

④災害対策本部が設置された際
の第２次避難場所の新規指定

旧小方小・中学校跡地の利活用
の動向を踏まえて審査する必要
がある

【継続審査】

小方地域
まちづくり
対策特別
委員会

継続審査

「高齢者が地域で活
躍できる場の拡大に
取り組むシルバー人
材センター」への支援
に関する陳情

公益社団法人大竹市
シルバー人材センター
　理事長　松﨑和生
　ほか１２人

①シルバー人材センターへの補
助金と公共事業の発注の確保

②シルバー人材センターの拠点
施設の整備

採択：移転した後の土地活用も
図られ地域の活性化につながる
不採択：賛成しても具体案がな
いのでできない。一旦不採択と
すべき

【採択】

生活環境
委員会

採択

大竹駅東口広場整備
事業の早期実施につ
いての陳情

大竹市身体障害者
福祉協会
　会長　杉本守正
　ほか２人

①「大竹駅東口広場整備事業」
について一日も早い，本格的工
事の実施と早期完成

②現大竹駅施設内に本工事に先
駆けて障害者や高齢者に優し
い昇降用エレベーターの設置

採択してもエレベーターだけを
設置する可能性はない
　

【不採択】

生活環境
委員会

不採択

第１回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

陳情・請願・意見書
この表は本会議で採決のあと，本人の申告にもとづいて作成したものです。　― : 議長　○ : 賛成　●：賛成でない

～本会議での討論～
●高齢者が地域で活躍できる場の拡大に取り組むシルバー人材センターの支援に関する陳情
【不採択とすべき討論】
「市の財政状況も厳しい中、お金が無くなれば市にお願いするという
やり方は変え、自らの収入財源を確保する経営努力をしてもらいたい」
「配食サービスについて児童生徒が減少し高齢化が進む中、給食セ
ンターもでき、行政との連携をしっかり煮詰めてから陳情を吟味し
たい」

【採択とすべき討論】
「補助金と公共事業の確保や施設改善
の必要性は十分理解できる。合わせて、
同居のさつき作業所の検討、跡地活用
における周辺の活性化を図れるから採
択すべき」

市議会だより　2016（平成28）.5 8



写真キャプション

小
方
地
域
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会

基
地
周
辺
対
策
特
別
委
員
会

特 別 委 員 会 の 活 動特 別 委 員 会 の 活 動
　
本
特
別
委
員
会
は
，
市
の
発
展
に

重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ

る
小
方
小
・
中
学
校
移
転
後
の
跡
地

を
中
心
と
し
た
小
方
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
積
極
的
に
議
論
す
る

た
め
に
昨
年
９
月
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
五
次
大
竹
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
は
，
小
方
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ
新
駅
を
核

と
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
新
駅
設
置
に
向
け
た
動
き
が
加
速

す
る
中
で
，本
特
別
委
員
会
で
は
，「
和

木
駅
設
置
の
経
緯
と
そ
の
後
の
効
果

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
，
平
成
28

年
２
月
23
日
，
和
木
町
役
場
に
て
先

進
地
事
例
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　
和
木
町
で
は
「
平
成
８
年
に
Ｊ
Ｒ

へ
新
駅
の
要
望
を
し
て
か
ら
協
定
書

締
結
ま
で
10
年
余
り
と
大
変
長
い
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
駅

設
置
の
過
程
や
「
請
願
駅
の
場
合
は

維
持
管
理
や
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
，
道

路
整
備
を
含
め
て
１
０
０
％
地
元
負

担
と
な
る
」
と
い
っ
た
設
置
に
お
け

る
財
政
面
で
の
課
題
，
ま
た
「
庁
内

に
担
当
課
を
作
り
専
門
的
な
交
渉
を

し
て
い
か
な
い
と
話
が
進
ま
な
い
」

と
い
っ
た
行
政
面
で
の
課
題
等
に
つ

い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
調
査
後
の
委
員
会
で
は
「
住
民
サ

イ
ド
の
盛
り
上
が
り
に
加
え
、
市
の

ほ
う
の
本
気
度
が
必
要
で
あ
る
」「
駅

と
小
方
ま
ち
づ
く
り
は
一
体
不
可
分

な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
」「
特
別
な

セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
け
て
市
の
態
勢
づ

く
り
を
し
て
い
く
こ
と
を
こ
の
委
員

会
か
ら
市
の
ほ
う
に
お
願
い
を
し
て

い
く
等
、
具
体
的
に
次
に
何
を
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
他
の
市
町
の
事
例
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
し
な
が
ら
，
委
員

会
と
し
て
，

ど
う
い
っ
た

こ
と
に
取
り

組
め
ば
い
い

の
か
を
検
討

し
て
い
き
ま

す
。

　
昨
年
の
９
月
に
設
置
さ
れ
た
本
特
別
委

員
会
で
は
、
月
１
回
の
会
議
の
他
、
調
査

活
動
と
し
て
各
地
に
赴
い
て
情
報
の
共
有

を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
平
成
27
年
12
月
15
日

　
　
　
　
阿
多
田
島
聞
き
取
り
調
査

　
市
内
で
最
も
航
空
機
の
騒
音
被
害
が
大

き
い
と
さ
れ
て
い
る
阿
多
田
島
の
自
治
会

や
漁
協
の
皆
さ
ま
か
ら
騒
音
や
米
軍
機
飛

行
の
状
況
、
日
々
の
生
活
や
漁
業
へ
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
お
聴
き
し
、
戦
後
70
年

間
に
及
ぶ
我
慢
や
防
音
工
事
の
不
完
全
性

な
ど
の
実
態
を
委
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
国
か
ら
の
再
編
交
付
金
は
平
成
33
年
度

ま
で
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
納
得
す
る

こ
と
な
く
国
へ
の
要
望
活
動
を
続
け
て
欲

し
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
平
成
平
成
28
年
１
月
18
日
　

　
　
　
　
岩
国
市
議
会
行
政
視
察

　
ま
さ
に
米
海
兵
隊
基
地
が
設
置
さ
れ
て

い
る
岩
国
市
に
、
基
地
対
策
行
政
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
調
査
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
市
基
地
政
策
課
か
ら
説
明
が
あ
り
、
ま

た
、
岩
国
市
議
会
議
長
と
の
意
見
交
換
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岩
国
基
地
で

の
Ｎ
Ｌ
Ｐ（
夜
間
着
陸
訓
練
）
実
施
の
可

能
性
排
除
を
申
し
入
れ
し
つ
つ
、
財
政
支

援
を
受
け
て
安
心
安
全
対
策
を
進
め
な
が

ら
積
極
的
に
容
認
す
る
べ
き
と
市
長
に
進

言
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
２
月
16
日
　

　
　 

和
木
町
議
会
と
の
情
報
交
換
会

　
大
竹
市
と
同
じ
岩
国
市
周
辺
自
治
体
の

取
り
組
み
を
調
査
す
る
た
め
、
隣
接
の
和

木
町
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
和
木
町
で
は
特
に
議
会
で
専
門
の
部
署

を
設
置
し
て
い
な
い
た
め
、
和
木
町
議
長

の
お
取
り
計
ら
い
で
議
員
有
志
と
の
情
報

交
換
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
に
は
再
編
交
付
金
の
使
途
や
平
成
33

年
度
以
降
継
続
に
向
け
て
の
共
同
歩
調
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
山
口
県
と

２
市
２
町
の
連
名
で
昨
年
８
月
に
国
に
対

し
提
出
さ
れ
た
「
基
地
に
関
す
る
要
望

書
」
の
作
成
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。

　
本
委
員
会
で
は
、

し
ば
ら
く
は
委
員

会
で
の
調
査
を
進

め
て
情
報
の
質
の

向
上
・
共
有
を
図

り
、
今
後
、
市
民

生
活
の
安
定
と
向

上
の
た
め
に
国
へ

の
要
望
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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乳児健康相談風景

質
問
者
　
　寺
岡
　公
章

　
　
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
は
就
学
直
後

の
教
育
の
場
を
揺
る
が
し
、
子
ど

も
達
の
学
習
機
会
を
奪
う
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
解
決
に
向
け
た
努
力

を
惜
し
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在

実
施
さ
れ
て
い
る
、
乳
児
の
い
る
全

家
庭
を
訪
問
す
る
「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」
は
、
子
育
て
世

帯
の
懐
に
公
が
入
る
事
を
許
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
受
診
率
で
あ
る
月
齢
年

齢
に
応
じ
た
各
健
診
は
、
保
護
者
と

行
政
の
接
点
が
持
て
る
事
業
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
主
た
る
目
的
が
「
母
子

の
健
康
、保
健
」
で
あ
る
こ
と
は
重
々

承
知
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
上
で
、

実
施
率
、
受
診
率
の
高
い
母
子
保
健

事
業
に
お
い
て
、
幼
児
期
で
の
基
本

的
生
活
習
慣
の
定
着
を
ご
家
庭
に
対

し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
い
う
目
標
を
加
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事

業
」
と
し
て
、
保
健
師
ま
た
は
助
産
師
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
各
家
庭
を
訪
問

し
、
子
ど
も
の
発
達
、
発
育
状
況
や
保
護

者
の
育
児
状
況
を
確
認
し
、
育
児
の
不
安

や
悩
み
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳

幼
児
健
診
で
は
、
医
師
に
よ
る
診
察
や
保

健
師
等
に
よ
る
健
康
相
談
な
ど
の
個
別
相

談
以
外
に
、
離
乳
食
の
進
め
方
や
歯
磨
き

習
慣
の
説
明
な
ど
、
時
期
に
応
じ
た
事
項

を
取
り
上
げ
、
集
団
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」

と
乳
幼
児
健
診
は
い
ず
れ
も
高
い
実
施
率

で
、
保
護
者
へ
の
啓
発
の
機
会
と
し
て
有

効
に
実
施
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
活
用
し
て
子

ど
も
の
成
長
と
そ
の
先
を
見
据
え
た
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
、
啓
発
し

て
い
き
ま
す
。

寺岡　公章
　●幼児期での基本的な生活習慣の定着について
末広　和基
　●地方自治体の行政組織を取り巻く環境が大きく変化する

中，組織風土の変革を担うべき職員の皆さんへの基本的
な教育方針を伺います

　●統一的な基準による地方公会計制度の概要と，当市の取
り組み状況をお伺いします。

賀屋　幸治
　●中浜緑地の土地活用について
　●立戸 2・3丁目 JR 沿いの道路整備について
原田　博
　●安定した行財政運営に向けて，大竹市平成 28 年度当初

予算案の位置づけ，将来展望を問う。
山崎　年一
　●学校給食の無料化で子どもたちがいっぱいのまちづくり
　●子ども医療費の完全無料化について

日域　究
　●議会説明は正しく正確に偽りなく。そこで過去の検証を
　●市営住宅 LPG 料金と，御園市営６号棟問題。違法でな

ければ全て OK？住みやすいまちづくりなくして，人
口ビジョンは語れません。

大井　渉
　●「後期基本計画」と「まち・ひと・しごと創生総合戦略」

の中でも，大竹を愛する人づくりと定住促進施策につい
て問う。

　●地域コミュニティーの拠点であった，小中学校５校が廃
校になった。社会教育施設の再編も，総論・各論が提示
された。具体論を問う。

山本　孝三
　●大竹市財政状況・見通し，国の地方財政計画を伺う
　●貧困と格差が社会問題になっています。市の取り組みを

伺う
　●介護保険制度の「改正」後の取り組みについて

幼
児
期
で
の
基
本
的
生
活
習
慣
の

　
　
　
　
　
　
　定
着
に
つ
い
て

問答

一 般 質 問第1 回定例会
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地方自治法改正回数5年間ごとの集計 平成28年3月定例会一般質問
及び総括質疑参考資料

立戸 2,3 丁目 JR沿い道路

黒川方面から見た中浜緑地

質
問
者
　
　末
広
　和
基

　
　
過
去
70
年
の
地
方
自
治
法
改
正

履
歴
グ
ラ
フ
が
表
す
よ
う
に
、
こ
こ

20
年
の
大
き
な
変
革
は
地
方
行
政
に

新
し
い
時
代
を
感
じ
ま
す
。
行
政
組

織
の
風
土
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、

こ
の
変
革
期
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
自

律
的
か
つ
戦
略
的
な
組
織
行
動
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
資
源
と
時
間
の
中
で
、

複
雑
な
課
題
の
解
決
を
要
求
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
担
い
手
で
あ
り
か
つ

財
産
で
あ
る
行
政
職
員
を
育
て
る
た

め
の
、
育
成
・
教
育
方
針
を
伺
い
ま
す
。

今
ま
で
の
経
過
を
含
め
、
来
る
べ
き

未
来
へ
の
長
期
的
視
点
を
も
っ
て
ご

答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
地
方
分
権
社
会
へ
の
対
応
の
た
め
、

行
財
政
改
革
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、
実

施
し
て
い
ま
す
。
従
前
か
ら
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
と
簡
素
化
に
よ
る
手
法
だ

け
に
頼
ら
ず
、
限
ら
れ
た
人
材
、
財
源
を

有
効
に
使
い
持
続
可
能
な
行
政
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
総
合
計
画
を
確
実
に
実
施
し

て
い
く
と
い
う
目
的
で
基
本
方
針
を
定
め
、

取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
と
は
別
に
厳
し
い
時
代
を

乗
り
切
る
た
め
に
、
平
成
17
年
４
月
に
人

材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
、
職
員
の
能

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
来
年
度
か
ら
の
人
事
評
価
制

度
導
入
に
向
け
，
今
年
度
は
試
行
を
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が
目
標
の

達
成
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
で
、
組
織
目

標
を
達
成
し
，
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
統
一
的
な
規
準
に
よ
る
地
方
公
会

計
制
度
の
概
要
と
、
当
市
の
取
り

組
み
状
況
を
お
願
い
し
ま
す

質
問
者
　
　賀
屋
　幸
治

　
　
中
浜
緑
地
は
三
井
東
圧
化
学
の

時
代
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害

防
止
法
に
よ
り
緩
衝
帯
と
し
て
高
さ

８
ｍ
の
防
災
提
が
築
造
さ
れ
た
が
、

三
井
東
圧
撤
退
後
30
年
が
経
過
し
、

そ
の
役
割
の
見
直
し
を
す
る
時
期
が
来

た
の
で
は
な
い
か
？
地
域
の
活
性
化

に
向
け
沿
道
型
商
業
地
な
ど
の
有
効

な
土
地
活
用
が
図
れ
な
い
か
を
問
う
。

　
　
中
浜
緑
地
の
都
市
緑
地
と
し
て
の
機

能
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
撤
去
や
他
の
用

途
へ
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
整
理
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
り
、
早
期
に
撤
去
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
当
該
緑
地
や

そ
の
周
辺
の
土
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は

長
期
的
な
視
点
に
立
ち
検
討
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　
　
旧
国
鉄
時
代
の
引
込
線
用
地
で

あ
っ
た
JR
沿
い
の
土
地
（
５
０
０
ｍ×

４
ｍ
）
は
、
現
在
は
市
有
地
と
な
っ
て

い
る
。
新
年
度
予
算
に
お
い
て
立
戸

地
区
浸
水
対
策
と
し
て
雨
水
排
水
施

設
の
調
査
設
計
業
務
を
発
注
す
る
際

に
は
今
後
の
道
路
整
備
計
画
を
考
慮

し
た
設
計
に
な
る
の
か
を
問
う
。

　
　
こ
の
た
び
の
雨
水
排
水
施
設
整
備
に

関
す
る
調
査
設
計
は
、
緊
急
的
な
緩
和
措

置
と
し
て
取
り
組
む
も
の
で
、
道
路
整
備

を
含
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将

来
的
に
そ
の
可
能
性
も
考
慮
し
、
雨
水
排

水
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

組
織
風
土
の
変
革
を
担
う
べ
き
職
員
へ

の
、
基
本
的
な
教
育
方
針
を
伺
い
ま
す

立
戸
２
・
３
丁
目
JR
沿
い
の

　
　
　
　
　
道
路
整
備
に
つ
い
て

中
浜
緑
地
の
土
地
活
用
に
つ
い
て

問

問

問

答

答

答

市の考えを問う
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実施市町村総数

自己負担

所得制限

対象年齢

就学前
9歳年度末
12歳年度末
15歳年度末
18歳年度末
あり
なし
なし
一部あり

396
83
240
831
155

1,742 1,742

154
40
275
1,103
164
393
1,349
984
758

こども医療費等に対する援助の実施状況
※25.4.1 現在　厚労省調査より作成 通　院 入　院

市役所から見た企業群

質
問
者
　
　原
田
　博

　
　
今
予
算
案
に
は
、
大
竹
市
総
合

戦
略
に
示
さ
れ
た
基
本
目
標
２
　
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

希
望
を
叶
え
る
。
基
本
目
標
３
　
誰

も
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
ち
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
な
ど
が
、

定
住
対
策
や
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

多
岐
に
亘
り
、
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
国
の
人
口
減
少
が
顕
著

に
な
っ
て
き
た
現
在
、
人
口
増
に
至

ら
な
く
て
も
人
口
が
減
っ
て
い
く
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
い
く
施
策
の
展

開
は
大
切
で
す
。

　
つ
い
て
は
、①
予
算
案
の
位
置
付

け
、
将
来
展
望
　
②
今
後
の
本
市
の

発
展
に
は
、
企
業
の
存
在
は
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て

の
大
竹
港
の
機
能
強
化
　
③
併
せ
て
、

人
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
内
容
の
充

実
・
改
革
及
び
今
後
の
教
育
費
の
あ

り
方
を
問
い
ま
す

　
　
予
算
案
に
は
総
合
戦
略
の
基
本
目
標

達
成
の
た
め
の
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

人
口
減
少
が
想
定
さ
れ
る
な
か
、
ま
ち
の

魅
力
を
向
上
さ
せ
、
一
方
で
皆
様
に
我
慢

を
お
願
い
す
る
と
い
う
難
題
に
挑
み
、
安

定
し
た
行
財
政
運
営
に
よ
り
、
夢
や
希
望

が
持
て
る
ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
大
竹
港
の
機
能
強
化
は
、
本
市
の
企
業

が
生
産
拠
点
や
研
究
所
と
し
て
活
発
な
生

産
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
将
来
を
見

据
え
、
道
筋
を
立
て
、
今
で
き
る
こ
と
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
人
づ
く
り
で
は
、「
大
竹
を
愛
す
る
ひ

と
づ
く
り
」
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
エ
ン
ジ

ン
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
答
弁
）

　
子
ど
も
が
大
竹
に
誇
り
や
愛
着
を
持
ち
、

将
来
は
大
竹
で
働
き
、
住
も
う
と
思
え
る

よ
う
、
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
者
　
　山
崎
　年
一

　
　
全
国
の
自
治
体
が
「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
作
成
し
、
若
者
の
就
労
・
子
育

て
支
援
や
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
給
食
の
無
料
化
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
議
会
は
、
平
成
22
年
12
月
学
校

給
食
無
料
化
に
つ
い
て
の
決
議
を
全
会

一
致
可
決
し
ま
し
た
。
決
議
に
対
す
る

市
長
の
姿
勢
を
問
う
。

　
　
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
・
教
育
に

至
る
子
育
て
支
援
策
は
や
り
た
く
て
も
全

て
を
行
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
す
ぐ
に

学
校
給
食
を
無
料
化
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
周
辺
市
町
の
動
向
や
導
入

の
効
果
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

　
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
18
歳
年
度

末
迄
拡
大
し
、
一
部
負
担
金
廃
止
を
求

め
ま
す
。
子
育
て
世
代
が
、
負
担
を
気

に
せ
ず
医
療
を
受
け
ら
れ
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
進
み
、
次
の
「
子
育
て
に

挑
戦
」
す
る
気
概
を
養
い
ま
す
。
若
者

の
子
育
て
支
援
に
必
要
な
施
策
で
す
。

　
　
無
料
化
す
る
こ
と
で
軽
微
な
症
状
で

の
受
診
や
、
同
じ
薬
の
受
取
に
つ
な
が
る

た
め
、
医
療
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
少
し
で
も
長
く
子
ど
も
の
健

全
な
成
長
と
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
制
度
と
す
る
た
め
、
一
部
負
担
金
を

残
し
た
形
で
、
年
齢
を
中
学
生
ま
で
拡
充

し
、
所
得
制
限
を
撤
廃
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
予
算
案
の

　位
置
付
け
、
将
来
展
望
を
問
う

問

学
校
給
食
の
無
料
化
で
子
ど
も
た
ち

　
　
　が
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
医
療
費
の

　
　
　
　
　完
全
無
料
化
に
つ
い
て

問問

答

答

答

一 般 質 問第1 回定例会
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質
問
者
　
　日
域
　究

　
　
御
園
市
営
住
宅
は
棟
別
に
違
う

業
者
が
ガ
ス
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
業
者
に
よ
り
料
金
に
大
き
な

差
が
あ
る
と
同
時
に
基
本
料
金
も
㎥

当
た
り
の
料
金
も
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
自
由
価
格
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
で

す
が
、
業
者
に
自
由
は
あ
っ
て
も
消

費
者
に
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
家

さ
ん
と
し
て
市
は
ど
う
対
処
さ
れ
ま

す
か
。

　
　
現
在
は
、
市
営
住
宅
へ
入
居
す
る
際

に
お
渡
し
す
る
入
居
の
し
お
り
に
、
各
棟

の
ガ
ス
業
者
名
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
，
さ
ら
に
早
い
段
階
で
ガ
ス
料
金

の
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る
よ
う
新
規
入
居

の
募
集
の
際
に
ガ
ス
業
者
の
名
前
を
明
示

す
る
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
　
平
成
22
年
実
施
の
３
回
目
の
公

募
で
は
応
募
し
た
業
者
が
後
に
辞
退

し
た
、
と
の
説
明
で
し
た
。
し
か
し
、

募
集
期
間
中
に
そ
の
募
集
要
項
が
密

か
に
変
更
さ
れ
、
事
後
の
議
会
説
明

で
も
担
当
部
長
は
一
切
そ
の
説
明
を

し
て
い
ま
せ
ん
。
募
集
期
間
中
に
要

項
を
変
更
し
た
理
由
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
応
募
受
付
期
間
中
に
関
心
を
示
し
た

業
者
は
１
社
だ
け
で
、
ほ
か
に
応
募
者
が

見
込
め
な
い
中
，
応
募
後
す
ぐ
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
日
程
で
は
、
応
募

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
下
，

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
以
降
の
日
程
を
変

更
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
募
集
要
項
を
正
式

に
変
更
し
、
そ
の
旨
を
公
告
し
ま
し
た
。

日
程
を
変
更
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、

議
員
全
員
協
議
会
に
お
い
て
説
明
し
て

い
ま
す
。

質
問
者
　
　大
井
　渉

　
　
旧
大
野
町
に
、
人
口
で
昨
秋
追
い

抜
か
れ
ま
し
た
。
大
竹
市
は
製
造
業
を

中
心
と
し
た
企
業
城
下
町
で
、
従
業
者

数
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
至
難
の
業
。
い
ま
住
ん
で

い
る
人
を
大
切
に
す
る
そ
れ
し
か
定
住

策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
「
大
竹

を
愛
す
る
人
づ
く
り
」
な
ど
行
政
で
出

来
る
の
で
す
か
。

　
　「
よ
い
ま
ち
」
の
実
現
に
は
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
と
い

う
、
皆
様
の
自
覚
と
実
行
力
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
根
底
と
な
る
の
は
大
竹
を
愛
す

る
思
い
で
あ
り
、
施
策
の
推
進
力
と
し
て

働
き
か
け
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
ま
す
。

将
来
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
よ
い
ま
ち
を

一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

　
　
公
民
館
は
、
竹
原
市
に
は
13
館
、

廿
日
市
市
に
は
20
館
あ
り
ま
す
。
現
在
、

大
竹
市
に
は
３
館
だ
け
で
す
。
再
編
計

画
各
論
で
は
、
１
館
減
ら
し
て
２
館
に

す
る
予
定
で
す
。
人
口
減
少
、
過
疎
化

の
中
で
市
民
ふ
れ
あ
い
の
施
設
は
必
要

で
す
。
避
難
箇
所
に
も
な
っ
て
い
る
施

設
、
地
域
の
有
り
様
が
見
え
て
き
ま
せ

ん
。
廃
校
５
校
地
域
の
振
興
策
も
見
え

て
き
ま
せ
ん
。

　
　
学
校
や
公
民
館
は
地
域
の
活
動
拠
点

で
す
。
し
か
し
、
限
り
あ
る
人
的
、
財
政

的
資
源
で
従
来
と
同
様
の
施
設
を
維
持
し

整
備
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
な
い
も
の

を
嘆
く
の
で
な
く
、
地
域
が
活
力
を
持
ち

続
け
る
た
め
一
緒
に
知
恵
を
絞
り
、
汗
を

か
き
、
取
り
組
む
し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。

「
総
合
計
画
」
な
ど
「
大
竹
を
愛
す
る

　
人
づ
く
り
」
に
つ
い
て
問
い
ま
す

３
回
目
の
大
願
寺
造
成
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
却
の
件
で

廃
校
後
の
地
域
振
興
策
、
社
会
教
育

　
施
設
の
再
編
に
つ
い
て
問
い
ま
す

問問

答

答

答

答

市
営
住
宅
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
問
題

問問

市の考えを問う
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質
問
者
　
　山
本
　孝
三

　
　
税
収
の
増
加
を
前
提
に
、
新
規

事
業
や
開
発
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
市
の
税
収
増
の
見
通
し
根
拠

に
つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
ま
で
大
型
事

業
に
よ
る
借
金
が
市
民
生
活
に
影
響

を
与
え
、
市
財
政
運
営
に
重
荷
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
大
願
寺
山
造
成

事
業
に
係
る
借
金
残
高
、
完
済
の
時

期
を
示
し
、
市
民
の
く
ら
し
優
先
の

財
政
運
営
を
求
め
、
市
長
の
姿
勢
を

伺
い
ま
す
。

　
　
財
政
状
況
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
見

通
し
で
す
。
大
願
寺
関
係
の
市
債
残
高
は

一
般
会
計
と
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
約
98
億

円
で
、
償
還
は
特
別
会
計
が
平
成
43
年
ま

で
、
一
般
会
計
が
平
成
57
年
度
に
終
了
の

見
込
で
す
。
財
政
規
律
を
保
ち
な
が
ら
行

政
運
営
を
心
が
け
ま
す
。

　
　
昨
年
制
度
が
変
わ
り
、
要
支
援

１・
２
が
保
険
適
用
外
を
と
な
り
、
今
、

ま
た
、
要
介
護
１
・
２
も
生
活
支
援

な
ど
除
外
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
要
支
援
者
へ
の
対
応
・
施
設
の
拡

充
・
負
担
軽
減
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

　
　
新
し
い
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
の
開
始
に
向
け
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
行
う
サ
ロ
ン
や
自
治

会
な
ど
へ
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。
軽
度

認
定
者
の
援
助
は
、
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
ま
た
、
施
設
の
拡
充
は

第
７
期
計
画
の
策
定
時
に
、
民
間
の
動
き

に
も
注
目
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
貧
困
と
格
差
が
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

答

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

問 国
の
地
方
財
政
計
画
と

　
　
　市
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

問

議会日誌
総務文教委員協議会
生活環境委員協議会
小方地域まちづくり対策特別委員会
全国高速自動車道市議会協議会（東京都）
全国市議会議長会
産業経済委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
議会改革調査会
広報広聴特別委員会
生活環境委員政策研究会
本会議
総務文教委員会
総務文教委員政策研究会
生活環境委員会
生活環境委員政策研究会
生活環境委員協議会
基地周辺対策特別委員会

小方地域まちづくり対策特別委員会
本会議
本会議
予算特別委員会
予算特別委員会
基地周辺対策特別委員会
議会運営委員会
本会議
議員全員協議会
議会運営委員会
広報広聴特別委員会
広報広聴特別委員会
広島県市議会議長会
生活環境委員政策研究会
中国市議会議長会（松江市）

嘉麻市議会
まち・ひと・しごと創生総合戦略について
海田町議会
市制 60周年記念事業について

8日
9日

10日
12日

24日

26日

2日

3日

4日

9日
11日

14日～ 16日
18日
23日
25日

　　　　　

31日
11日
14日
15日

26日～ 27日
【視察来訪】

10日

18日

2月

3月

2 月～4 月

4 月

2月

一 般 質 問第1 回定例会
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議会報告会のご案内議会報告会のご案内
　大竹市議会では，議員が地域にお伺いして議会活動を直接報告し，市民の皆さまとの意見交換を
行う議会報告会を開催いたします。
　以下の日程で行いますのでご都合のよい会場へお越しください。多くの皆さまのご来場を心より
お待ちしております。

議員が３班に分かれ，各地域にお伺いいたします。

○平成２８年度予算議案　審議報告（抜粋）
○平成２８年３月定例会議案　審議報告（抜粋）
○意見交換会

１．開催日程と会場

２．議会報告会の内容（予定）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
で
は
予
算
や
条
例
を
は
じ
め

行
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
，
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
審
議
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
，
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き
ま

す
の
で
，
議
会
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
手
続
き
は
，
所
定
の
用
紙
に
住
所
・

氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
，
お
越
し
く
だ
さ
い
。

６
月
議
会
日
程
（
予
定
）

　
本
会
議 

６
月
13
日
（
月
）　

　
　（
予
備
日
） 

６
月
14
日
（
火
）

　
常
任
委
員
会 

６
月
15
日
（
水
）　

　
　
　
〃 

６
月
16
日
（
木
）

　
特
別
委
員
会 

６
月
17
日
（
金
）

　
本
会
議 

６
月
27
日
（
月
）

日　　程 時　　間 会　　場 担当班

５月１０日（火） 19:00～20:30
防鹿集会所 Ａ班
サントピア　（２階会議室） Ｂ班
エスポワールおおたけ（大竹会館 ２階中集会室） Ｃ班

５月１２日（木） 19:00～20:30
立戸公民館 Ａ班
玖波公民館（２階研修室） Ｂ班
小方公民館（1階第１研修室） Ｃ班

５月１４日（土）
18:30～20:00 阿多田島漁協（３階大集会室） Ａ班

14:00～15:30
農林振興センター（２階大集会室） Ｂ班
松ケ原集会所 Ｃ班

A　班
班　長 寺岡公章
副班長 和田芳弘

賀屋幸治
北地範久
山本孝三

B　班
班　長 網谷芳孝
副班長 藤井　馨

末広和基
大井　渉
日域　究

C　班
班　長 細川雅子
副班長 田中実穂

西村一啓
山崎年一
原田　博

2016（平成28）.5　市議会だより15



ストーンアート（こいちゃん）

部長
吉村瑞葉さん

副部長
永野朋花さん

副部長
松岡ほの香さん 第

12回

ス
マ
イ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ああ
とと
がが
きき広

報
広
聴
特
別
委
員

こ
の
た
び
は
、
大
き
な
石
に
「
コ
イ
ち
ゃ

ん
」
の
絵
を
描
い
て
ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
を

作
ら
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
作
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？　初

め
て
で
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て

み
ん
な
で
作
っ
た

の
で
す
か
？

　ま
ず
構
図
を
作
成
し
、
ス
ト
ー
ン
ア
ー

ト
用
の
石
に
似
た
形
の
小
さ
な
石
に
絵
を

描
い
て
み
ま
し
た
。
そ
の
後
実
際
に
石
に

下
絵
を
描
い
た
後
に
色
を
塗
り
仕
上
げ
ま

し
た
。

　普
段
は
作
品
づ
く
り
の
時
に
共
同
で
作

業
を
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
面
ご
と
に

担
当
を
決
め
て
作
業
し
ま
し
た
。

難
し
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　コ
イ
ち
ゃ
ん
を
描
く
こ
と
と
、
描
く
た

め
の
石
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
石
に
合

わ
せ
て
コ
イ
ち
ゃ
ん
の
絵
の
形
を
と
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
や
、
人
に
よ
っ
て

絵
の
具
の
濃
淡
が
違
う
の
で
色
を
合
わ
せ

る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

　で
も
塗
っ
て
い
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん

慣
れ
て
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

石
の
形
を
活
か
し
や
す
い
の
で
、
描
く
な

ら
動
物
を
描
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
ー
ン
ア
ー
ト
の
今
後
の
管
理
に
つ
い

て
何
か
考
え
が
あ
り
ま
す
か
？

　色
あ
せ
た
ス
ト
ー
ン

ア
ー
ト
を
み
る
と
悲
し

く
な
る
の
で
、
後
輩
た

ち
に
描
き
方
な
ど
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
て
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
私
た
ち
が
高
校
生

に
な
っ
て
も
中
学
校
に

来
て
伝
え
る
こ
と
は
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
議
検
討
を

進
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
を
表
現
し
た

第
５
次
大
竹
市
総
合
計
画
の
一
部
が
見
直

さ
れ
、
後
期
基
本
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
策
定
さ
れ
て
い
る

大
竹
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
よ
り
、
具
体
的
な
事
業
が
お
り
込

ま
れ
た
、
平
成
28
年
度
予
算
が
執
行
さ
れ

既
に
１
ケ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
平
成
の
大
合
併
時
期
か
ら
大
き
く
変
化

し
続
け
て
い
る
、
地
方
自
治
。
行
政
組
織

も
様
々
な
制
度
変
更
を
伴
い
、
変
革
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
わ
た
く
し
た
ち
議
会
も
今
を
チ
ャ
ン
ス

と
し
て
、
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年

か
ら
議
会
報
告
会
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
本

年
度
も
回
を
重
ね
る
準
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
議
会
改
革
を
推
し
進
め
る
こ
と
で
、

行
政
・
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
深
め

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
大
竹
市
を
創
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　
議
会
の
役
割
は
、
予
算
や
決
算
の
審
議

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
時
期

が
迫
っ
て
い
る
岩
国
基
地
へ
の
艦
載
機
部

隊
の
移
設
に
関
し
て
の
特
別
委
員
会
や
小

方
小
中
学
校
の
跡
地
利
用
や
小
方
駅
（
仮

称
）
構
想
な
ど
を
議
論
す
る
小
方
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
な
ど
を
通
じ
、
深
く
未
来
を

見
つ
め
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
、
議
会
報
告
会
や
本
会
議
、

特
別
委
員
会
な
ど
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、

変
わ
り
つ
つ
あ
る
大
竹
市
の
未
来
を
一
緒

に
創
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　委 

員 

長 

山  

崎  

年  

一

　副
委
員
長 

和  

田  

芳  

弘

 
 

末  

広  

和  

基

 
 

賀  

屋  

幸  

治

 
 

北  

地  

範  

久

 
 

西  

村  

一  

啓

 
 

日  

域    

　究

市
議
会
だ
よ
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

発
行
・
平
成
28
年
５
月
１
日
　
大
竹
市
議
会
　
広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目
11
–
１
　
　
℡ 

0
8
2
7
–
5
9
–
2
1
8
3

第１２回のインタビューは，「ストーンアート」作成をした
大竹中学校　美術部の部員さんです。
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